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《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》                                                 ５-４.ユーザプログラム記述の実際

 以下に各関数の仕様・詳細を記します。

【１】初期化

   書式 int ad_open_adsys ( int address, int intr_no )

   引数 ａｄｄｒｅｓｓ ： ＡＤボードのベースアドレス／標準設定：０ｘ０１ｄ０（１-３項参照）

ｉｎｔｒ＿ｎｏ ： 割り込み番号／選択肢：３，５，７，９，１０，１１，１２，１５（３-６項参照）

  戻り値

正常終了時 ： ボードのＩＤ ／  ＡＤＭ－６５２ＡＴ：５２Ｈ

                               ＡＤＭ－６５６ＡＴ：５６Ｈ

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作 ＡＤボード上で設定したＩ／Ｏアドレスを本ハンドラが認識すると共に、
ＡＤボードのリセット、ハンドラ内部の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

また、ＡＤボード上のＦＩＦＯメモリ容量をチェックする。

【２】サンプリング実行チャンネル関連の設定

   書式 int ad_set_sampch (int no_ch, int scan_order[], int range[])

   引数 ｎｏ＿ｃｈ              ： サンプリングを実行するチャンネル数

ｓｃａｎ＿ｏｒｄｅｒ［］： 各チャンネルのスキャン順／（未使用：本ボードでは固定）

ｒａｎｇｅ［］          ： 各チャンネルの入力レンジ番号／（未使用：本ボードでは固定）

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングを実行するチャンネル数、各チャンネルのスキャン順、入力レンジを設定する。
 例えばｎｏ＿ｃｈ：５ならば、スキャン順番０～４のチャンネル群がサンプリング実行対象となる。

 本ボードではスキャン順固定（０，１，２，･････ １５）、入力レンジはボード上のスイッチ設定。

【３】サンプリング動作モードの設定

   書式 int ad_set_sampmode (int trs_mode[], int buf_area, int intr_sw, int dma[])

   引数 ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］：ＡＤデータ転送方法／０：Ｉ/Ｏ（ポーリングまたは割り込み）、１：ＤＭＡ

ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］：割り込み発信フラグ／０：ＥＭＰＴＹ解消、 １：ＨＡＬＦ－ＦＵＬＬ

ｂｕｆ＿ａｒｅａ      ：ＡＤデータ転送先  ／０：標準メモリ、１：ＥＭＳメモリ、２：ＸＭＳメモリ

ｉｎｔｒ＿ｓｗ        ：Ｉ／Ｏデータ転送で割り込み使用の有無／０：不使用、１：使用する

ｄｍａ［０］          ：ＤＭＡチャンネル指定／０：ｃｈ０、 ３：ｃｈ３

ｄｍａ［１］          ：ＤＭＡ単位データ長指定／無視（本ボードではバイトに固定）

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    ＡＤボードからパソコン本体メモリへのデータ転送方法、転送先メモリ、割り込み使用の有無、
 ＤＭＡチャンネル、ＤＭＡ単位データ長を設定する。  割り込みを使用しないＩ／Ｏデータ転送の

 ときはｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］は無視され、ブロックＩ／Ｏ転送を含む最適化されたアルゴリズムで

 サンプリング＆データ転送が実行される。
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【４】トリガ関連の設定Ａ（レンジトリガ以外の場合）

   書式 int ad_set_trigger(int trg_mode, int trg_source, int trg_pol, int trg_level)

   引数 ｔｒ g＿ｍｏｄｅ    ：トリガ動作モード／０：即トリガ、１：ポストトリガ

ｔｒ g＿ｓｏｕｒｃｅ：トリガ源        ／０：ソフト、  １：内部（アナログ）、 ２：外部

ｔｒｇ＿ｐｏｌ      ：トリガ極性      ／０：負エッジ、１：正エッジ

                                        ２：負レベル、３：正レベル

ｔｒｇ＿ｌｅｖｅｌ  ：トリガレベル（アナログ）／対応するＡＤデータコードで指定する。

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    トリガ動作モード、源、極性、レベル等の設定。
   なお、トリガ動作モードをポストトリガ、トリガ源を外部（デジタル）で極性をレベルに指定した

 ときは帯域サンプリングとなる。／（３-１項参照）

【４】’ トリガ関連の設定Ｂ（レンジトリガの場合）

   書式 int ad_set_rangetrigger(int trg_sel, int trg_level_hi, int trg_level_lo)

   引数 ｔｒ g＿ｓｅｌ  ：トリガ動作モード／０：アウトレンジ、           １：インレンジ

                                    ２：デュアルスロープ（＋）、 ３：デュアルスロープ（－）

ｔｒ g＿ｌｅｖｅｌ＿ｈｉ：トリガレベル上限値

ｔｒ g＿ｌｅｖｅｌ＿ｌｏ：トリガレベル下限値

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    レンジトリガの極性を含む動作モード、レベルの設定。（レンジトリガ以外は前記【４】を使用）

【５】オプション、または外部クロック源周波数値の設定

   書式 int ad_set_exclk (ULONG exclk_freq)

   引数 ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ ：オプション、または外部クロック源の周波数値（Ｈｚ単位）

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    オプション、または外部クロック源を使用するとき、その周波数値を設定する。
   後記【６】ａｄ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋで分周比によるサンプリングクロック指定、またはボードに

 標準搭載の内部クロック源を使用するときは必要ない。
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【６】サンプリング・クロック値の設定

   書式   int ad_set_clock(int clk_source, int set_mode, int *time_unit,

                   ULONG *clk_period)

   引数  ｃｌｏｃｋ＿ｓｏｕｒｃｅ： クロック源／０：内部クロック源０（１.０００ＭＨｚ）

                                        １：内部クロック源１（１.０２４ＭＨｚ）

                                        ２：内部クロック源２（オプション）

                                        ３：内部クロック源３（未使用）

                                        ４：外部クロック源  （有効極性＝↓）

                                        ５：外部クロック源  （有効極性＝↑）

ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ    ： クロック値の指定方法／０：クロック周期の値、 １：分周比

ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ  ： クロック周期の単位  ／０：ｓ、 １：ｍｓ、 ２：μｓ、 ３：ｎｓ

ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ： クロック周期の値、または分周比

  戻り値  正常終了時 ： ＝０

 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングクロック値を設定する。  なお、設定できないクロック周期の値を指定すると設定
 可能な長い方の近似値が設定される。  また、クロック源に２，４，５を指定し、クロック周期の

 値で設定するときは前記【５】ａｄ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋでクロック源周波数値を定義しておく。

【７】サンプリング・スタート（ＡＤデータバッファが３２Ｋ語以内のとき）

   書式 int ad_start_samp (ULONG no_samp, WORD *bufptr, WORD bufsize)

   引数 ｎｏ＿ｓａｍｐ ： サンプリング・データ点数（１チャンネル当りの点数）

ｂｕｆｐｔｒ   ： ＡＤデータ・バッファのポインタ

ｂｕｆｓｉｚｅ ： ＡＤデータ・バッファの大きさ

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングを実行する。
   前記【４】トリガ設定でトリガ動作モードを《即トリガ》としてあるときは即スタート、また

 《ポストトリガ》が選択されているときはトリガ待ちスタートとなる。   前記【４】’ で設定する
 レンジトリガのときは全てトリガ待ちスタートとなる。

   データ転送先が拡張メモリＥＭＳ，ＸＭＳの場合、ｂｕｆｐｔｒとｂｕｆｓｉｚｅは無視される。

   なお前回サンプリング実行時にセットされたフラグはここでクリアされるが、《エラー》フラグ

 だけはクリアされない。  《エラー》フラグをクリアするには 前記【１】初期化を実行する。

【７】’ サンプリング・スタート（ＡＤデータバッファが３２Ｋ語を超えるとき）

   書式 int ad_start_samp_h (ULONG no_samp, WORD _huge *bufptr, ULONG bufsize)

   引数 ｎｏ＿ｓａｍｐ ： サンプリング・データ点数（１チャンネル当りの点数）

ｂｕｆｐｔｒ   ： ＡＤデータ・バッファのポインタ

ｂｕｆｓｉｚｅ ： ＡＤデータ・バッファの大きさ

  戻り値 正常終了時 ： ＝０

エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングを実行する。
   前記【４】トリガ設定でトリガ動作モードを《即トリガ》としてあるときは即スタート、また

 《ポストトリガ》が選択されているときはトリガ待ちスタートとなる。   前記【４】’ で設定する
 レンジトリガのときは全てトリガ待ちスタートとなる。

   データ転送先が拡張メモリＥＭＳ，ＸＭＳの場合、ｂｕｆｐｔｒとｂｕｆｓｉｚｅは無視される。

   なお前回サンプリング実行時にセットされたフラグはここでクリアされるが、《エラー》フラグ

 だけはクリアされない。  《エラー》フラグをクリアするには 前記【１】初期化を実行する。
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【８】ステータス取得

   書式 int ad_get_status (ULONG &sampled, int status[])

   引数 ｓａｍｐｌｅｄ    ： サンプリング済みデータ点数（１チャンネル当り）

ｓｔａｔｕｓ［０］： ＡＤボードのステータス１／（３-１３項）

ｓｔａｔｕｓ［１］： ＡＤボードのステータス２／（未使用：本ボードでは無い）

  戻り値  正常終了時 ： 連続サンプリング実行中＝０、 停止中＝１

 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  当時点でのサンプリング済みデータ点数、およびＡＤボードのステータス生データを得る。
 

【９】本ハンドラの終了

   書式 int ad_close_adsys (void)

   引数  な し

  戻り値  正常終了時 ： ＝０

 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  本ハンドラの終了。  ＡＤボードのリセット、確保したメモリ領域の開放等を行う。
 

【10】拡張メモリ内のサンプリング・データ読み込み

   書式 int ad_read_exmem(ULONG no_data, ULONG data_pos, WORD *bufptr, WORD bufsize)

   引数  ｎｏ＿ｄａｔａ  ： 拡張メモリから読み出すデータ点数（１チャンネル当り）

 ｄａｔａ＿ｐｏｓ： 拡張メモリから読み出すデータの先頭位置（サンプリング順番号）

 ｂｕｆｐｔｒ    ： 転送先ＡＤデータバッファのポインタ

 ｂｕｆｓｉｚｅ  ： 転送先ＡＤデータバッファの大きさ

  戻り値  正常終了時 ： ＝０

 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングされたＡＤデータが拡張メモリ（ＥＭＳ，ＸＭＳ）に格納されているとき、任意の
 部分を標準メモリ上のＡＤデータバッファに転送する。

【11】マニュアル（１回）サンプリング・スキャン

   書式  int ad_get_onescan (WORD *bufptr)

   引数  ｂｕｆｐｔｒ ： ＡＤデータバッファのポインタ

  戻り値  正常終了時 ： ＝０

 エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作  前記【２】で指定したチャンネル群に対して各１回だけサンプリングを実行する。
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【12】汎用デジタル（ラッチ）出力

   書式   void ad_out_aux (int out_data)

   引数   ｏｕｔ＿ｄａｔａ ： 汎用８ｂｉｔデジタル（ラッチ）出力データ

  戻り値   な し

機能・動作    汎用８ｂｉｔ（ラッチ）出力データの更新。
   当出力ポートは電源投入（ハードウエア・リセット）時：００Ｈ となるが、ボードの制御部

 リセット（ソフト的リセット）では変化しない。

【13】汎用デジタル（現在値）入力

   書式   int ad_inp_aux (void)

   引数    な し

  戻り値    汎用８ｂｉｔデジタル（現在値）入力データ

機能・動作    汎用８ｂｉｔデジタル（現在値）入力データの読み込み。

【14】データバッファをリング状／エンドレスに設定

   書式   int ad_set_samploop (void)

   引数    な し

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    ＡＤデータバッファをリング状・エンドレスで使用するか否かの設定。（トグル）
   リング状・エンドレスに設定した場合、ＡＤデータバファが満杯になると次は同バッファ先頭を

 上書きする形となる。 この時、ステータス取得関数【８】で得るサンプリング済みデータ点数の値も

 先頭値（ゼロ）に戻る。

   本設定によりＡＤボードは無限サンプリング・モードとなる。

   長時間の監視システム等に利用できる。

【15】ＡＤデータ・コードの設定

   書式   int ad_set_datacode (int data_code)

   引数   ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ ： ＡＤデータ・コード指定／ ０：バイナリ、  １：２の補数

  戻り値   正常終了時 ： ＝０

  エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作   ＡＤボードに対して変換出力データ・コード（符号化の型）を指定する。
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【16】サンプリング動作の強制停止

   書式   int ad_stop_samp (void)

   引数    な し

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    サンプリングを強制的に中止する。

【17】残りＡＤデータの読み込み

   書式   long ad_read_restdata ( )

   引数    な し

  戻り値   正常終了時 ： ＝読み込んだ（残り）データ数

  エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作   データロスト・エラー発生（検出するとサンプリングを強制停止させる）、したとき、
ＡＤボード上のＦＩＦＯバッファメモリに残りデータがあれば、これを当関数で読み込むことができる。

【18】（ＢＲＥＡＫキイ押下による）トリガ待ち、またはサンプリング中止の設定／解除

   書式   int ad_onkey_quit (int set_mode)

   引数   ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ： 動作の指定／ ０：解除、  １：設定

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    【ＢＲＥＡＫ＝ＣＴＲＬ＋ＰＡＵＳＥ】キイの押下により
   トリガ待ち（サンプリング動作中のときはサンプリング）を強制的に中止する。

     前記【７】ａｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐの実行によってトリガ待ち状態となったにもかかわらず

   何かの理由でトリガが発生しない場合、人為的に待ちループから抜ける手段となる。

【19】（キイ押下による）即トリガ動作の設定／解除

   書式   int ad_onkey_trg (int act_key)

   引数  ａｃｔ＿ｋｅｙ： 動作の指定（動作ｋｅｙの選択）／０：解除、

                                                １：ＥＳＣ、 ２：ＳＰＡＣＥ、 ３：ＥＮＴＲ

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    選択したキイの押下により強制的に即トリガ動作する。
     前記【７】ａｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐの実行によってトリガ待ち状態となったにもかかわらず

   何かの理由でトリガが発生しない場合、人為的に待ちループから抜ける手段となる。


